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こ
の
10
年
間
に
労
働
分

配
率
（
付
加
価
値
に
対
す

る
賃
金
の
割
合
）
が
大
幅

に
下
が
り
続
け
、
50
．
４

％
に
ま
で
低
下
し
て
い
ま

す
。
（
グ
ラ
フ
１
）
労
働

の
成
果
が
労
働
者
に
分
配

さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

一
方
で
企
業
の
内
部
留
保

（
利
益
剰
余
金
）
は
、
２

１
７
兆
円
も
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
内
部
留
保
の
ほ

ん
の
一
部
（
数
％
）
を
取

り
崩
す
だ
け
で
大
幅
賃
上

げ
は
可
能
で
す
。

「
働
き
方
改
革
」
で
労

働
時
間
は
短
く
な
っ
た
が
、

収
入
も
減
り
、
職
場
外
で

の
持
ち
帰
り
残
業
が
増
え

た
と
残
念
な
声
が
聞
か
れ

ま
す
。
業
務
量
の
削
減
や

人
手
を
増
や
す
こ
と
や
労

働
条
件
の
改
善
を
通
じ
て

こ
そ
「
本
物
の
働
き
方
改

革
」
が
実
現
で
き
ま
す
。

労

働
相
談

に
占

め
る

「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

の
件
数
が
ト
ッ
プ
に
な
る

な
ど
、
職
場
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
は
大
き
な
問

題
で
す
。
国
際
労
働
機
関

（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
で
も
、
「
仕

事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力

と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
条
約
」
と
勧
告
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
国

内
法
も
改
正
さ
れ
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
国
際
基

準
で
あ
る
罰
則
や
救
済
規

定
が
な
く
、
事
業
主
の
防

止
対
策
の
み
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
禁
止
の
就
業
規
則
の

整
備
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研

修
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

最
低
生
計
費
調
査
で
は
、

全
国
ど
こ
で
も
月
額
約
２

４
万
円
の
収
入
が
必
要
だ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
時
間

給
だ
と
１
５
０
０
円
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
間

ら
し
く
生
活
で
き
る
最
低

限
度
の
賃
金
で
あ
り
ま
す
。

「
企
業
内
最
賃
１
５
０
０

円
」
の
実
現
こ
そ
、
消
費

を
拡
大
さ
せ
地
域
経
済
の

好
循
環
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

い
ま
、
全
国
一
律
の
最
低
賃
金

制
度
の
実
現
と
時
給
１
５
０
０
円

以
上
を
求
め
る
運
動
と
機
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

賃
金
底
上
げ
の
大
き
な
う
ね
り

を
大
幅
賃
上
げ
に
連
動
さ
せ
、
今

年
こ
そ
、
誰
も
が
生
活
向
上
で
き

る
、
長
期
に
低
迷
す
る
日
本
経
済

を
良
く
す
る
春
闘
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

大
企
業
は
４
４
９
兆
円
を
超
え

る
巨
額
の
内
部
留
保
を
た
め
込
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
内
部
留
保
の
ご

く
一
部
・
数
％
を
賃
金
に
還
元
す

れ
ば
、
数
万
円
の
大
幅
賃
上
げ
は

可
能
で
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、

「
誰
で
も
時
間
額
１
５
０
円
以
上
、

月
額
２
万
５
千
円
以
上
の
賃
上
げ
」

の
獲
得
を
２
０
年
春
闘
の
基
本
要

求
と
し
て
呼
び
か
け
ま
す
。

非
正
規
雇
用
で
働
く
労
働
者
は

雇
用
労
働
者
の
３
７
・
９
％
の
２

１
２
０
万
人
に
の
ぼ
り
、
年
収
２

０
０
万
円
以
下
の
労
働
者
は
１
１

３
２
万
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、

「
電
機
で
働
く
非
正
規
雇
用
労
働

者
を
は
じ
め
す
べ
て
の
労
働
者
が
、

電
機
連
合
の
年
齢
別
最
低
賃
金
制

度
（
日
立
の
事
例
：
２
０
歳
１
６

万
８
０
０
０
円
、
３
０
歳
１
９
万

６
５
０
０
円
、
４
０
歳
以
上
２
２

万
８
０
０
０
円
）
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
。
産
業
別
最
低
賃
金
と
し
て
、

い
ま
す
ぐ
時
給
１
０
０
０
円
以
上
、

１
５
０
０
円
を
め
ざ
す
こ
と
」
を

要
求
し
ま
す
。

電
機
大
手
が
こ
の
８
年
間
で
５

０
万
人
を
超
え
る
正
社
員
の
リ
ス

ト
ラ
を
強
行
す
る
も
と
で
、
企
業

の
身
勝
手
な
リ
ス
ト
ラ
に
反
対
し
、

雇
用
を
守
る
運
動
が
前
進
し
て
い

ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
３
０
０
０
人
黒
字
リ

ス
ト
ラ
に
対
し
て
は
神
奈
川
労
連

や
当
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
で
構
成
す
る

Ｎ
Ｅ
Ｃ
リ
ス
ト
ラ
対
策
会
議
が
、

東
芝
の
粉
飾
決
算
に
端
を
発
す
る

リ
ス
ト
ラ
に
対
し
て
は
東
芝
リ
ス

ト
ラ
対
策
会
議
が
、
日
立
の
常
時

リ
ス
ト
ラ
・
黒
字
リ
ス
ト
ラ
に
対

し
て
は
日
立
リ
ス
ト
ラ
か
な
が
わ

対
策
会
議
が
職
場
と
地
域
の
た
た

か
い
を
結
集
し
、
リ
ス
ト
ラ
反
撃

の
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

電
機
情
報
産
業
の
大
リ
ス
ト
ラ

に
対
し
て
、
電
機
の
仲
間
が
力
を

合
わ
せ
て
雇
用
と
地
域
経
済
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

三
菱
電
機
は
昨
年
、
ま
た
も
や

新
人
社
員
が
自
ら
の
命
を
絶
つ
事

件
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
原
因

は
、
上
司
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
・
自

殺
教
唆
で
し
た
。

電
機
企
業
は
、
利
益
拡
大
と
リ

ス
ト
ラ
を
競
い
合
い
、
職
場
で
は
、

労
働
者
を
成
果
主
義
と
自
己
責
任

で
追
い
詰
め
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

横
行
し
て
い
ま

す

。

Ｉ

Ｌ

Ｏ

（
国
際
労
働
機

関
）
が
昨
年
採

択
し
た
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
禁
止
条

約
を
活
用
し
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
許
さ
な
い
職

場
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

２
０
２
０
年

代
を
希
望
あ
る

時
代
に
す
る
確

か
な
道
は
、
大

幅
賃
上
げ
に
よ

る
経
済
の
再
生

で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
声
を
あ

げ
て
元
気
よ
く
、

春
闘
を
た
た
か
っ

て
い
き
ま
し
ょ

う
。

電 機 懇 「 ２ ０ 春 闘 へ の 提 言 」 （ 骨 子 ）

内部留保を還元し２万５千円以上の賃上げを
雇用と地域経済を守り、労働条件向上の春闘に

一人でも入れる 困ったら

電機・情報ユニオンに相談を
〒142-0043 東京都品川区二葉2-20-8 染野ビル２F
Tel 03-6421-5323、Fax 03-6421-5324 Email：denkiunion@gmail.com

誰
で
も
２
万
五
千
円
の

賃
上
げ
を

働
き
や
す
い

職
場
環
境
を

８時間働けば普通に暮らせる社会に

職
場
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を

産
業
別
最
低
賃
金
は
、

時
給
１
５
０
０
円
に

雇
用
と
地
域
経
済
を

守
る
春
闘
に

内
部
留
保
を
活
用
さ
せ

大
幅
賃
上
げ
を

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
許
さ
な
い

安
心
な
職
場
に
し
よ
う 2019年11月29日(金)ＮＥＣ府中での宣伝行動

企
業
内
最
賃
を

１
５
０
０
円
に
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１万円未満 １万円 ３万円 ５万円 ７万円 １０万円以上 NA

◆残業するなと言われるのに業務量は増える一方。どんどん

周りは会社に見切りをつけて辞めていく。自分も会社が嫌い

になった。(日立、正社員、３０歳代、男性)

◆処遇制度に不満がある。成績が良い部門なのに割り当てが

少ないと言われた。まったく理解できない。(東芝、正社員、

３０歳代、男性)

◆ 非正規が2020年同一作業・同一賃金になり生活が豊かに

なるとは思えない。仕事ができても人間の好き嫌いで部署移

動させられる事は納得できないが、他に選択肢は無く、嫌な

ら辞めろということか！(パナソニック、非社員、３０歳代、女性)

◆人事評価が低い人について、人格否定の発言が本人のいな

い所で話される事があり、人権意識が低い。(ＮＥＣ、正社員、

５０歳代、男性)

◆圧に耐えられない。古い人間が上に居る為、考え方が変わ

らない。良い人も多いと思うが、悪い人が目立つ。問題にな

るので言葉にこそしないが、昔話をして圧をかけてくる人が

多い。(三菱電機、非社員、２０歳代、男性)

◆今の昇給/減給制度について明らかに問題がある。減給となっ

た場合の減給額が大きい。(ルネサス、正社員、３０歳代、男性)

◆派遣社員にもボーナス下さい。生活できません。(沖電気、

非社員、２０歳代、男性)

アンケートに寄せられた声！

生活改善必要額(月額)３万円以上が８７％に達す！
アンケートへのご協力ありがとうございました電機懇と電機・情報ユニオンが協同して取り組んだ２０春闘要求アンケートに

全国の職場から協力を頂きありがとうございます。１月初旬までに寄せられたア

ンケートの中間集計３０２枚の結果から特徴を報告します。

寄せられたアンケートは、非正規の方が１３.９％、再雇用者も４.６％でした。

男女比では、女性が１８.２％です。年齢分布は、２０歳代が７.３％、３０歳代

が２２.２％、４０歳代が２４.２％、５０歳代が３６.１％となっています。切実

な要望・意見が３１.８％の方々から届きました。「あなたの生活は、月額あと

いくら必要ですか」の加重平均は５万２６３０円となりました。

（％）

あなたの生活に月額あといくら必要ですか？（年代別比較）

生活実感では、「かなり苦しい」「やや苦

しい」を合わせると６４％と昨年より増加し、

「まあまあ」が２９％になっています。

年代別分類でのピークは、６０才代が７４

％で、２０歳代でも７８％となっており、正社

員でも６３％と苦しい実態です。

残業時間での分類では、残業時間ゼロ

がもっとも高く７１％となっています。

健康分類では、健康と答えている人でも

５０％で、心の病で不安に感じている人が

８８％と最も高くなっています。

（％）

全体集計では「年金・老後」が最高の４８％であり、３０歳代

でも２０％と全年代で将来への不安があり、２番目が「低賃金」

４９％となっており、２０歳代でも２８％となり、切実な課題となっ

ており、３番目が「人員削減」３３％となっており、

今までからの設問の「戦争する国」も関心が高かったです。

１６春闘時から設問している「処遇制度」に関しては、ベー

スアップが実現されず「降格」「降給」制度が導入されている

中で、「諸手当の廃止」で困っている人が最大で８８％、２０

歳代でも４１％となり、全体で「減給」が８２％、「不透明な査

定」が４８％と続いています。「降格」「降給」に困っている人

が正社員で３７％、管理職でも４８％となっています。

生活に月額あといくら必要ですか？では、金額的に３万円以上が全体で８７％となっ

ており、最高は再雇用が１００％で、正社員でも８９％となっており、残業が６０時間以

上となっている人でも９２％と生活の苦しさを反映して高額となっています。

（％）
２０春闘で初めて設

問した「ハラスメント

の実態」は、て円グラ

フの結果となりました。

「多く・多少ある」と

の回答は、４９％と異

常な事態と言えます。

ＩＬＯが採択したハラ

スメント禁止条約を

日本政府に完全履行

をもとめましょう。

（％）

（％）


